
1982年東大理□3  

(1) 

1 ABOA であるから三角形OABは二等辺三角形で、 OBA 。 

OAの傾きは tan であるから、 ABの傾きは tan 。 

Aにおける円の接線の傾きは、OAと直交するから
tan
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 。 

ABが円との交点C を持つには 
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また、 B の座標は )0,cos2(  であり、 1cos2  より 
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以上により 
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  ……(答) 

 

(2) 

1OCOA であるから三角形OACは二等辺三角形で、  2 OCAOAB 。 
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1cos41 2  ACBC  ……(答) 

 

(3) 

1cos4,cos 2   BCBM であるから、余弦定理より 
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 であるから 
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 CM≦  ……(答) 
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